






＜連結損益計算書＞

次ページのサマリーをご参照ください。



＜連結損益計算書＞



＜アダストリア単体 損益計算書＞

既存店売上高前期比は54.9%となりました。

売上総利益、販管費、営業利益ついては、連結損益計算書の説明と重なりますので、
説明を割愛させていただきます。

出退店については、20店舗を出店し、5店舗を退店しました。
店舗数の詳細については、12ページに記載していますのでご覧ください。



＜WEB事業＞

当第1四半期におけるWEB事業の国内売上高は134億円で、
外出を控えた方の利用増及び、実店舗休業中のEC強化の取り組みが奏功し、
前年同期比125.7%と大幅に伸長しました。

国内売上高に占める比率は42.8%で、
そのうちの22.7%が自社ECサイト「ドットエスティ」による売上です。

ドットエスティの会員数は1,050万人で、前期末比20万人増と引き続き増加を続けています。



＜自社EC強化の取り組み＞

実店舗の営業時間短縮・休業期間中に行った、自社EC強化策の一部をご紹介いたします。

当社では従来より、店舗で実際に商品を見てからECで購入するという方も多く、
外出自粛によりオンラインの情報だけでご判断いただかなければならない状況下、
商品の着用感・使用感を分かりやすく伝えるための対応を強化いたしました。

ショップスタッフがスタイリングを投稿する「スタッフボード」では、
参加スタッフ数を約1.5倍に増員。

自宅待機中のスタッフへ、EC倉庫から新作商品を届けることで
スタイリング投稿が継続できるようサポートを行いました。

感染予防のため、EC撮影スタジオではモデルを使用した撮影を休止しておりましたが、
スタッフの着用画像をECの商品ページにも活用することで、代替しました。

また、実際に商品を購入したお客さまのレビュー投稿を促し、
他のお客さまから参考にしていただくため、レビューを投稿いただいた方へポイント付与を実施。

投稿件数は前年比150%以上に伸長いたしました。



＜顧客接点の拡大＞

また、店舗の休業期間中、
ショップスタッフが店舗や個人のインスタグラムアカウントでLIVE配信を行う、
オンライン接客の取り組みが加速いたしました。

コメントでいただいたご質問に、リアルタイムで回答しながら、
商品紹介、着回しのご提案など、店頭さながらの接客をオンライン上で行っています。

当初は、ECでのお買い物の不安を解消したいという想いからスタートした取り組みですが、
オンライン上でのスタッフとお客さまとの繋がりを維持・拡大する
新しい接客サービスの場として、店舗の営業再開後も広がりを見せています。



＜海外事業＞

円ベースの売上高は、前年同期比81.7%となる25億円、営業損失は▲4億円となりました。

香港・台湾・韓国・米国では、新型コロナウイルスの感染症拡大の影響により減収減益でした。

中国では、2019年末にオープンした「ニコアンド」の上海旗艦店が健闘し、
第1四半期は前年同期比増収となりました。



＜中国事業の状況＞

ニコアンド上海旗艦店では、昨年12月のオープン直後から今年1月にかけて
計画を上回る盛況が続いておりました。

2月から3月にかけては、新型コロナウイルス感染症の影響により集客が大きく落ち込みましたが
中国国内の経済活動再開に合わせ、上海市街の人出も徐々に平常に戻りつつあり、
4月以降の客数は大きく回復しております。



＜連結貸借対照表＞

営業キャッシュフローの減少及び短期借入金の増加により、
2020年5月末のネットキャッシュは93億円、前年同期末比で56億円減少しました。

店舗休業などの影響で在庫が増加し、
5月末の棚卸資産は連結ベースで前年同期末比115.9 %の水準となりました。

繰延税金資産の計上などにより、投資その他資産は前年同期末比12億円増加しました。

純資産は523億円、純資産比率は55.8%と前年同期末比▲1.1Pとなりました。



＜店舗数＞

当第1四半期末の店舗数は、国内1,333店舗、海外75店舗で、
グループ連結では1,408店舗（うちWEBストアが96店舗）となっております。



＜新型コロナウイルス感染症拡大の影響＞



＜新型コロナウイルス感染症拡大の影響＞






